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問
尾
道
市
や
竹
原
市
で
は

映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
ロ

ケ
が
あ
り
、
観
光
地
と
し

て
、
成
功
し
て
い
る
。
三
原

市
を
題
材
と
し
た
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
や
映
画
が
で
き
れ
ば
、

本
市
の
自
然
や
風
景
、
歴
史

や
特
産
物
を
全
国
・
世
界
へ

情
報
発
信
が
で
き
、
観
光
客

の
来
訪
促
進
、
地
域
活
性

化
、
経
済
効
果
促
進
に
つ
な

が
る
。

　
築
城
４
５
０
年
事
業
は
、

そ
の
良
い
チ
ャ
ン
ス
と
受
止

め
、「
誘
致
を
す
る
た
め
の

助
成
制
度
」
を
つ
く
り
、
テ

レ
ビ
局
や
映
画
製
作

会
社
に
積
極
的
に
誘

致
活
動
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
「
助
成
制
度
」

の
導
入
は
、
観
光
振

興
を
推
進
す
る
上
で

有
効
で
あ
る
と
考
え

る
。
し
か
し
、
多
く

の
整
理
す
べ
き
課
題

が
あ
る
た
め
、
他
都

市
の
事
例
を
参
考
に
調
査
研

究
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
当

面
は
瀬
戸
内
三
原
築
城
４
５

０
年
事
業
の
一
つ
と
し
て
検

討
す
る
。

問
テ
レ
ビ
局
や
映
画
会
社

に
市
を
挙
げ
て
誘
致
を
働
き

か
け
て
い
く
た
め
、
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
担
当
職

員
の
強
化
を
し
、
積
極
的
に

働
き
掛
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
今
年
度
か
ら
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
等
に
よ
り

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

活
動
を
強
化
す
る
。
担
当
職

員
の
強
化
等
に
つ
い
て
は
、

そ
の
費
用
対
効
果
を
含
め
先

進
事
例
を
参
考
に
十
分
な
研

究
に
努
め
る
。

狭
あ
い
な
市
道
拡
幅

に
助
成
制
度
を

問
建
物
を
新
築
す
る
時

は
、
幅
員
４
ｍ
以
上
の
道
路

幅
が
必
要
。
幅
員
４
ｍ
未
満

の
狭
あ
い
道
路
に
接
し
て
建

築
す
る
時
は
、
道
路
中
心
線

よ
り
２
ｍ
以
上
後
退
し
な
け

れ
ば
建
築
確
認
が
お
り
な
い
。

　
こ
の
規
制
の
意
味
は
、
救

急
車
や
消
防
車
が
入
り
に
く

い
、
地
震
や
災
害
時
の
避
難

が
困
難
、
車
や
歩
行
者
が
通

り
に
く
い
等
、安
心・安
全・

快
適
な
生
活
を
確
保
す
る
た

め
と
考
え
る
。

　
２
ｍ
後
退
用
地
の
寄
付
の

お
願
い
や
市
民
が
道
路
拡
幅

工
事
を
す
る
時
、
費
用
を
助

成
す
る
こ
と
で
、
狭
あ
い
な

市
道
が
部
分
的
で
は
あ
る

が
、
解
消
す
る
の
で
は
な
い

か
。

答
市
道
全
体
の
約
70
％
が

狭
あ
い
な
４
ｍ
未
満
の
道
路

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
先
進
他
都
市
の
制

度
内
容
等
を
調
査
研
究
し
、

助
成
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

検
討
を
す
る
。

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
・
映
画
ロ
ケ
地
の
誘
致

助
成
事
業
に
つ
い
て 中な

か
重し
げ 

伸の
ぶ
夫お 

議
員

平成27年９月定例会

一般質問 市政を問う

HPアドレス�http://www.city.mihara.hiroshima.jp�→�市議会�→�会議録検索

　今定例会では９月９日、10日に一般質問が行われ、15人の議員が質問に立ちました。
　その主な内容を、紙面の都合上、１人２項目以内に要約して掲載しました。
　掲載事項は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

　詳細な内容は、会議録を製本の後、三原市議会事務局、市役所情報公開コーナー、
三原市中央図書館に置いています。また、三原市ホームページでも閲覧できますので
ご覧ください。（会議録の製本には、議会終了後おおむね３カ月を要します。）

一　　般　　質　　問

映画ロケの風景
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一　　般　　質　　問

い
て
、
説
明
で
は
な
く
、
報

告
で
し
か
な
い
の
で
は
。

答
市
の
責
務
に
お
い
て
、

委
託
化
の
目
的
や
、
こ
れ
ま

で
通
り
の
安
心
・
安
全
な
給

食
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と

を
、
丁
寧
に
説
明
し
て
、
理

解
を
い
た
だ
く
。

子
供
議
会
の
継
続
と

女
性
議
会
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

問
❶
「
み
は
ら
未

来
会
議
」
が
10
周
年

の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で

な
く
、
今
後
「
子
供

議
会
」
と
し
て
継
続

し
て
い
く
考
え
が
あ

る
の
か
。

❷
女
性
議
会
に
つ
い

て
検
討
し
、
実
施
す

る
の
か
。

答
❶
「
み
は
ら
未

来
議
会
」
は
、
合
併

10
周
年
の
記
念
と
、

み
は
ら
元
気
創
造
プ

ラ
ン
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ

て
、
生
徒
会
連
合
会
活
動
と

し
て
、
実
施
し
た
も
の
で
あ

り
、
子
供
議
会
と
し
て
継
続

す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な

い
。
今
後
、
子
供
議
会
に
つ

い
て
は
、
若
者
の
市
政
へ
の

参
加
や
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
参
加
の
あ
り
方
と
い

う
観
点
か
ら
研
究
し
て
い

く
。

❷
女
性
議
会
の
意
義
や
目
的

は
、
女
性
の
視
点
か
ら
市
政

や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
。

　
本
市
に
は
、
９
つ
の
女
性

団
体
で
構
成
す
る
ウ
イ
メ
ン

ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
、

女
性
議
会
に
つ
い
て
も
、
意

見
交
換
し
た
い
。

問
こ
の
ウ
イ
ル
ス
が
厄
介

な
こ
と
は
、
海
外
か
ら
の
感

染
経
路
が
、渡
り
鳥・飼
料・

黄
砂
な
ど
、
明
確
に
な
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
船
が
寄

港
す
る
場
所
だ
け
で
な
く
国

内
ど
の
地
域
で
起
こ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
こ
と
で
あ

る
。

　
基
本
的
に
は
、
県
へ
報
告

さ
れ
た
も
の
が
、
担
当
の
市

町
に
状
況
が
伝
え
ら
れ
る
と

い
う
仕
組
み
だ
が
、
本
市
と

し
て
ヤ
ギ
等
を
含
む
家
畜
の

飼
育
状
況
の
把
握
を
強
化
す

る
た
め
に
、
実
施
し
て
い
る

こ
と
と
現
在
の
課
題
、
今
後

行
っ
て
い
く
対
策
等
に
つ
い

て
問
う
。

答
畜
産
農
家
以
外
の
方
の

情
報
収
集
に
課
題
が
あ
る
。

　
今
後
は
飼
育
状
況
把
握
の

主
体
で
あ
る
県
に
対
し
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
な

ど
周
知
方
法
の
改
善
を
要
望

し
て
い
く
。

　
ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は

町
内
会
の
回
覧
板
や
公
民

館
、
集
会
所
等
の
掲
示
板
を

活
用
し
、
広
く
地
域
住
民

に
周
知
す
る
と
と
も

に
、
広
報
み
は
ら
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
よ
り
情
報
発
信
に

努
め
る
。

一
般
廃
棄
物
収
集

運
搬
業
者
と
の
防

災
連
携
に
つ
い
て

問
一
般
廃
棄
物
収

集
運
搬
車
両
を
、
子

供
の
避
難
所
な
ら
ぬ

避
難
車
と
い
う
こ
と
で
、
不

審
者
等
が
あ
ら
わ
れ
た
際
に

助
け
を
求
め
ら
れ
る
避
難
車

と
し
て
登
録
を
お
願
い
す

る
。

　
次
に
、
一
人
暮
ら
し
の
要

介
護
者
、
障
害
者
世
帯
等
対

象
の
ご
み
収
集
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
玄
関
先
ま
で
ご

み
を
取
り
に
伺
い
、
仮
に
ご

み
が
指
定
の
玄
関
先
な
ど
に

出
て
い
な
け
れ
ば
、
声
か
け

を
す
る
な
ど
、
安
否
の
確
認

を
行
う
。

　
本
市
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

２
つ
に
つ
い
て
導
入
す
る
考

え
が
あ
る
か
問
う
。

答
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬

業
者
と
の
防
災
、
防
犯
連
携

に
つ
い
て
は
、
一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
業
者
の
理
解
と
協

力
を
得
な
が
ら
実
施
に
向
け

検
討
し
て
い
く
。

　
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
や
障
害
者
の
み
の
世
帯
で

は
、
ご
み
の
搬
出
を
は
じ
め

日
常
生
活
に
お
い
て
不
自
由

な
事
象
が
少
し
ず
つ
増
加

し
、
安
否
確
認
も
あ
わ
せ
課

題
と
な
っ
て
く
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
先

行
自
治
体
の
取
り
組
み
な
ど

を
調
査
研
究
し
な
が
ら
、
対

応
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
く
。

口こ
う

蹄て
い

疫え
き

対
策
に
つ
い
て

平ひ
ら
本も
と 

英え
い
司じ 

議
員

問
❶
民
間
委
託
の
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
。

❷
県
内
の
調
理
業
務
委
託
の

現
状
に
つ
い
て
。

❸
保
護
者
に
は
説
明
し
た
の

か
。

❹
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
で
き

る
の
か

❺
賃
金
や
労
働
条
件
が
低
い

労
働
者
を
、
つ
く
る
こ
と
に

な
ら
な
い
の
か
。

答
❶
業
務
の
効
率
化
や
経

費
の
削
減
。

❷
12
市
町
、
22
の
共
同
調
理

場
で
調
理
業
務
の
委
託
を
実

施
。

❸
共
同
調
理
場
の
調
理
業
務

委
託
が
正
式
に
決
ま
っ
た
段

階
で
、
学
校
を
通
じ
て
保
護

者
へ
説
明
を
す
る
予
定
。

❹
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
原
則

現
在
と
同
じ
対
応
を
行
う
。

❺
委
託
業
者
を
募
集
す
る
際

に
、
人
件
費
な
ど
の
金
額
を

含
め
た
詳
細
な
見
積
書
を
提

出
さ
せ
る
。

問
保
護
者
へ
の
説
明
に
つ

東
部
共
同
調
理
場
調
理
業
務

民
間
委
託
に
つ
い
て 高た

か
木き 

武た
け

子こ 

議
員

みはら未来会議

対象動物飼育の届出を呼びかける回覧
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問
農
業
に
つ
い
て
は
、
効

率
的
で
力
強
い
経
営
体
の
育

成
、
も
う
か
る
農
業
の
実
現

を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
の
か
。

答
地
域
が
抱
え
る
人
と
農

地
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

作
成
し
、
中
心
的
経
営
体
を

位
置
づ
け
、
貸
付
希
望
が
出

さ
れ
た
農
地
を
、
中
間
管
理

機
構
を
通
じ
て
貸
し
付
け
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
も
う
か
る
農
業
を
実
現
す

る
た
め
、
非
主
食
用
米
の
推

進
と
加
工
用
ば
れ
い
し
ょ
、

わ
け
ぎ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
及

び
キ
ャ
ベ
ツ
を
重
点
４
品
目

に
定
め
、
作
付
け
拡
大
面
積

に
対
し
て
資
材
費
の
一
部
を

助
成
し
、
作
付
面
積
の
拡
大

を
図
っ
て
い
る
。

問
産
業
に
つ
い
て
は
、
工

業
等
立
地
促
進
条
例
に
基
づ

き
、
本
市
の
優
位
性
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
、
企
業
誘
致
を

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
り
強

問
新
市
建
設
計
画
は
、
合

併
時
に
１
市
３
町
で
計
画
さ

れ
た
事
業
計
画
で
、
特
例
債

51
事
業
と
、
共
通
事
業
、
新

規
事
業
、
継
続
事
業
の
１
８

５
事
業
あ
る
が
、
こ
の
10
年

間
の
総
括
を
し
て
、
次
の
３

点
に
つ
い
て
聞
く
。

❶
平
成
26
年
度
末
の
特
例
債

事
業
の
各
地
域
別
の
進
捗
率

に
つ
い
て
聞
く
。

❷
掲
載
中
の
未
着
手
事
業
に

つ
い
て
年
次
計
画
を
さ
れ
て

い
る
か
。

❸
特
例
債
が
５
年
延
長
さ
れ

未
着
手
事
業
、
新
規
事
業
に

特
例
債
を
適
用
さ
れ
る
の

か
。

答
❶
特
例
債
事
業
の
進
捗

は
、
事
業
数
51
事
業
、
計
画

事
業
費
４
０
２
億
１
千
万
円

に
対
し
、
執
行
見
込
み
は
２

４
１
億
５
千
万
円
で
、
60
％

の
進
捗
率
で
あ
る
。
地
域
別

で
は
、
三
原
地
域
95
％
、
本

郷
地
域
84
％
、
久
井
地
域

50
％
、
大
和
地
域
59
％
の
進

捗
率
で
あ
る
。

力
に
推
進
す
る
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
効
果
を
具
体
的
に

示
さ
れ
た
い
。

答
平
成
25
年
４
月
の
市
長

就
任
後
、
三
原
西
部
工
業
団

地
惣
定
地
区
に
は
、
㈱
サ
ラ

ダ
ク
ラ
ブ
、
高
砂
香
料
工
業

㈱
、
三
光
化
成
㈱
の
３
社
が

立
地
し
、
久
井
工
業
団
地
に

は
、
山
陽
薬
品
㈱
、
大
和
工

業
団
地
に
は
、㈱
ビ
ン
ソ
ー・

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
新
規
立
地

し
た
。

　
本
市
の
企
業
団
地
は
残
す

と
こ
ろ
約
9.4
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
り
、
新
た
な
企
業

誘
致
の
受
け
皿
と
な

る
産
業
用
地
の
確
保

に
努
め
る
。

問
観
光
に
つ
い
て

は
、
経
済
の
波
及
効

果
が
期
待
で
き
る
、

物
づ
く
り
と
並
ぶ
本

市
の
柱
と
な
る
も
の

と
考
え
、
三
原
観
光

協
会
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
設
置
し

て
、
市
民
協
働
に
よ

❷
26
年
度
末
で
未
着
手
と

な
っ
た
事
業
は
、
12
月
定
例

会
に
お
い
て
追
加
、
削
除
を

行
い
、
特
例
債
３
事
業
及
び

一
般
事
業
は
、
27
年
度
に
予

算
措
置
を
し
て
い
る
。

❸
現
在
着
手
し
て
い
る
特
例

債
事
業
は
早
期
の
完
了
を
目

指
し
、
未
着
手
事
業
に
つ
い

て
は
、
新
市
建
設
計
画
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
再
認

識
の
上
、
市
と
し
て
の
重
要

性
や
適
正
な
財
政
運
営
等
を

総
合
的
に
判
断
し
計
画
期
間

内
の
完
了
に
向
け
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置

法
に
つ
い
て

問
こ
の
法
律
の
中
に
は
、

市
町
村
の
責
務
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。

❶
第
４
条
に
市
町
村
の
責

務
、
第
６
条
に
空
家
等
対
策

計
画
、
第
７
条
に
協
議
会
の

組
織
等
が
あ
る
が
、
市
で
は

る
観
光
を
促
進
し
て
い
る
。

　
29
年
度
瀬
戸
内
三
原
築
城

４
５
０
年
事
業
を
契
機
と
し

て
、
観
光
振
興
に
取
り
組
む

と
し
て
い
る
が
進
捗
状
況

と
、
今
後
の
展
望
を
問
う
。

答
25
年
度
か
ら
観
光
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
三
原
観
光

協
会
に
3
名
配
置
し
て
、
機

能
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
25

年
度
に
は
第
３
種
旅
行
業
を

習
得
し
、
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
の

設
定
や
観
光
商
品
の
企
画
、

販
売
等
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
26
年
度
に
、
瀬
戸
内
三
原

築
城
４
５
０
年
事
業
推
進
協

議
会
を
設
置
し
て
現
在
、
部

会
等
を
開
催
し
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
観
光

協
会
等
と
連
携
し
て
、
一
過

性
の
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
の
扱
い
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

❷
市
内
の
実
態
調
査
を
さ
れ

て
い
る
と
聞
く
が
、
そ
の
現

況
に
つ
い
て
問
う
。

答
❶
市
町
村
の
責
務
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
計
画
を
策

定
し
、
次
年
度
よ
り
各
施
策

を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

第
６
条
関
係
は
、
本
郷
、
三

原
駅
前
周
辺
の
市
街
地
の
実

態
調
査
を
行
う
こ
と
に
し
て

い
る
。
第
７
条
関
係
は
、
本

年
度
市
内
部
の
連
携
体
制
を

整
え
、
法
定
協
議
会
を
立
ち

上
げ
る
。

❷
市
内
の
実
態
調
査
は
、
久

井
、
大
和
地
域
に
お
い
て
は

地
域
支
援
員
に
お
い
て
調
査

の
結
果
、
久
井
13
・
８
％
、

大
和
13
・
１
％
で
全
国
平
均

12
・
８
％
を
上
回
っ
て
い

る
。
来
年
度
以
降
、
市
内
全

域
の
調
査
を
計
画
し
て
い

る
。

農
業
・
産
業
・
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

力り
き

田た 

忠ち
ゅ
う

七ひ
ち 

議
員

松ま
つ
浦う
ら 

良よ
し
一か
ず 

議
員

10月に竣工した高砂香料工業(株)三原工場

久井町の空き家
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て
い
た
だ
く
か
、
今
ま
で
以

上
に
重
要
な
課
題
と
捉
え
て

い
る
。

　
法
改
正
に
伴
い
、
国
に
お

い
て
は
、
学
校
現
場
に
お
け

る
政
治
や
選
挙
に
関
す
る
学

習
の
内
容
の
一
層
の
充
実
を

図
る
た
め
、
高
校
生
向
け
の

副
教
材
及
び
指
導
用
教
材
を

作
成
し
、
全
国
全
て
の
高
等

学
校
に
配
付
す
る
予
定
だ
。

　

市
内
の
高
校
に
お
い
て

も
、
授
業
を
通
し
て
、
改
正

法
の
趣
旨
、
選
挙
の
意
義
な

ど
の
啓
発
を
行
っ
て
い
く
予

定
だ
。

三
原
市
立
学
校
の
教
職
員
の

多
忙
化
の
解
消
に
つ
い
て

問
２
０
１
０
年
６
月
議
会

で
行
っ
た
質
問
に
対
し
て
、

多
忙
勤
務
解
消
に
向
け
、
当

時
の
教
育
長
が
答
弁
の
中

で
、
運
営
を
効
率
的
に
進
め

る
た
め
取
り
組
ん
で
い
る
と

答
弁
し
て
い
る
。
５
年
た
っ

た
今
日
、
こ
れ
ら
の
効
果
が

ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
て
い

る
か
。

　
ま
た
、
今
年
４
月
段
階
で

80
時
間
以
上
の
人
は
何
人

か
。　

答
各
校
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
業
務
改
善
に
よ
り
、
平

日
遅
く
ま
で
勤
務
す
る
状
況

は
５
年
前
と
比
較
し
て
改
善

し
て
い
る
。
し
か
し
、
在
校

時
間
が
極
め
て
長
い
教
職
員

も
お
り
、
今
後
も
業
務
に
組

織
的
に
取
り
組
む
こ
と
や
業

務
自
体
の
改
善
を
進
め
、
仕

事
の
効
率
化
を
図
っ
て
い

く
。

　
今
後
は
根
本
的
な
と
こ
ろ

の
時
間
外
の
削
減
、
そ
し
て

そ
の
削
減
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
子
供
た
ち
に
向
き
合
う
時

間
を
つ
く
る
、
そ
う
い
っ
た

本
来
の
姿
に
で
き
る
だ
け
近

づ
け
る
、
そ
う
い
っ
た
取
り

組
み
を
今
後
も
継
続
を
し
て

や
っ
て
い
き
た
い
。

問
本
郷
地
区
工
業
団
地
に

つ
い
て
、
昨
年
12
月
定
例
議

会
で
、
合
併
特
例
債
を
本
市

の
負
担
金
と
し
て
充
当
す
る

と
い
う
新
市
建
設
計
画
の
変

更
計
画
が
承
認
さ
れ
た
。

　
こ
の
事
業
の
具
現
化
は
、

合
併
特
例
債
を
利
用
で
き
る

こ
の
機
を
置
い
て
な
い
が
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
そ
の

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
本
市
が
受
け
持
つ
こ
と

と
な
る
本
郷
地
区
工
業
団
地

内
外
の
上
・
下
水
道
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
の
費

用
の
一
部
に
つ
い
て
、
新
市

建
設
計
画
を
変
更
し
追
加
計

上
し
た
。

　
市
内
の
県
営
産
業
団
地
の

状
況
は
、
近
年
複
数
の
企
業

に
立
地
い
た
だ
き
、
分
譲
率

が
92
％
、
残
り
の
未
分
譲
用

地
は
４
宅
盤
約
9.4
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
全
て
の
未
分
譲
用
地

に
お
い
て
引
き
合
い
が
あ
る

状
況
で
あ
る
。

　
県
で
は
、
土
地
造
成
事
業

の
今
後
の
考
え
方
と
し
て
、

１
点
目
、
雇
用
創
出
・
確
保

と
併
せ
て
産
業
集
積
や
地
域

活
性
化
の
効
果
も
含
め
た

「
施
策
効
果
を
勘
案
し
た
総

合
的
な
事
業
評
価
」、
２
点

目
、
土
地
造
成
事
業
会
計

に
、
一
般
会
計
に
お
け
る
県

税
収
入
等
を
含
め
た
「
県
全

体
の
収
支
に
よ
る
採
算
性
の

評
価
」、
３
点
目
、
市
町
か

ら
も
相
応
の
負
担
を
求
め
る

「
市
町
と
の
役
割
分
担
」

の
３
つ
の
新
た
な

視
点
に
よ
り
、
事

業
の
評
価
を
行
っ

た
上
で
、
事
業
化

の
判
断
を
行
う
と

の
方
針
を
示
さ
れ

た
。

　

特
に
、
引
き
合

い
が
多
い
、
山
陽

自
動
車
道
沿
線
に

位
置
す
る
本
郷
地

区
工
業
団
地
に
つ

い
て
は
、
県
に
お

い
て
も
、
県
内
へ

の
企
業
誘
致
を
推

進
す
る
上
で
重
要
な
位
置

づ
け
と
さ
れ
、
事
業
・
採
算

性
の
評
価
、
分
譲
リ
ス
ク
の

軽
減
等
、
事
業
化
の
判
断
に

向
け
た
検
討
を
鋭
意
進
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
本
市
で

は
、
今
回
、
新
た
に
示
さ
れ

た
「
市
町
と
の
役
割
分
担
」

と
し
て
、
工
業
団
地
内
外
の

上
・
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
し
て
新
市
建
設
計

画
に
計
上
済
み
で
、
早
期
着

手
と
な
れ
ば
、
合
併
特
例
債

の
有
効
活
用
が
可
能
な
こ
と

か
ら
、
県
と
調
整
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
。 

　
今
後
も
、
本
郷
地
区
工
業

団
地
の
早
期
着
工
に
向
け
、

県
と
協
力
し
て
積
極
的
に
取

り
組
む
。

本
郷
地
区
工
業
団
地
に
つ
い
て

伊い

藤と
う 

勝か
つ
也や 

議
員

問
今
年
６
月
、
公
職
選
挙

法
が
改
正
さ
れ
、
投
票
年
齢

を
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下

げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

本
市
と
し
て
投
票
率
向
上
に

向
け
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
か
。

　
ま
た
、
高
校
在
学
中
の
対

象
者
に
対
し
て
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

答
近
年
、
若
者
の
政
治
や

選
挙
に
対
す
る
意
識
の
低
さ

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
投
票

に
行
か
な
い
若
者
が
増
え
て

い
る
状
況
だ
。
平
成
25
年
11

月
執
行
の
広
島
県
知
事
選
挙

に
お
け
る
三
原
市
内
の
一
つ

の
投
票
所
に
お
い
て
、
年
代

別
投
票
率
を
積
算
し
た
デ
ー

タ
が
あ
る
が
、
24
歳
以
下
の

投
票
率
は
10
・
84
％
で
、
当

該
投
票
所
全
体
の
投
票
率

32
・
54
％
の
約
３
分
の
１
で

あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
若

者
の
投
票
率
が
著
し
く
低
い

状
況
で
あ
り
、
い
か
に
し
て

政
治
や
選
挙
に
関
心
を
持
っ

公
職
選
挙
法
改
正
に
伴
う
投
票
率

向
上
の
取
り
組
み
は 政ま

さ
平ひ
ら 

智と
も

春は
る 

議
員

本郷地区工業団地予定地及び進入路風景
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